
　西日本豪雨災害、北海道胆振東部地震と日本を震撼させる自然災害が続いております。被災された方々、親族ご友人
の皆様には、心よりお見舞い申し上げます。
　社会福祉法人に公益的な取り組みを求められている中、災害時についても地域の皆様と、どう乗り越えていくかを具体
的に考えていかなければなりません。
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たくさんのご寄付をいただきありがとうございました。お礼を
申し上げるとともに、ここに紹介させていただきます。（敬称略）

年間会費
個人会費 1口 1,000円｝ 会　　社

団体会員 1口 3,000円｝

　多くの方々から後援会費を送金いただき、心より感謝
を申し上げます。また新規のご入会も随時受けつけてお
ります。子どもたちのため、おとしよりのために、あたたか
いご支援いただけますよう、ご入会をお願いいたします。
　会費の振込先は下記の口座にて承ります。

振込先（郵便局振替口座）
・口座番号 00880-0-2423  ・口座名称 芙蓉会後援会

何口でも
結構です

銀 行 名　ゆうちょ銀行
店　　名　〇八九店
預金種目　当座
口座番号　０００２４２３
口座名義　フヨウカイコウエンカイ

他の金融機関からの
お振込を受ける際に
ご指定いただく口座
情報は、右記のとお
りとなります。

後援会からのお知らせ

　いつも社会福祉法人芙蓉会にご理解・ご協力
いただきまして誠にありがとうございます。
　芙蓉会は、1903年に｢隣人愛｣を精神として創
設者であります渡辺代吉氏により、芙蓉会の前身
であります「富士育児院」を創設いたしました。
その後、地域社会のニーズと共にあゆみながら
乳児院、児童養護施設、老人施設等をもって応え
て参りました。
　芙蓉会は、皆様方のご支援に支えられながら
今日を迎えております。一人ひとりの想いのこ
もったご寄付は、社会福祉事業を推進していく上
での大きな支えとなっております。年間を通して
寄付金をお受けしておりますので、何卒ご協力の
程よろしくお願い致します。
　今後とも変わらぬご支援ご指導を賜りますよ
うお願い申し上げる次第でございます。

振込先

銀 行 名　静岡銀行 吉原北支店

預金種目　普通預金

口座番号　０817169

口座名義　社会福祉法人芙蓉会　理事長　戸巻芙美夫

　 　　　  シャカイフクシホウジンフヨウカイ

　 　　　  リジチョウ　トマキフミオ

寄付のお願い

（H30.5.28～8.25)

ボランティアさん
紹　介

　ひまわり園では
多くのボランティ
アさんのご支援を
受けています。

　今回は、本多里士さんをご紹介させて
頂きます。毎週月曜日に英語と数学を中心に学習のサ
ポートをして頂いています。教えてもらっている子どもか
らは、とても丁寧で分かりやすいと言う声を聞きます。
　今後ともよろしくお願い致します。
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公 分 母

　最近まで「健康で文化的な最低限度の生活」というテレビ
ドラマが放映されていました。新人ケースワーカーが生活保護
の窓口を訪れる人々の支援のために奮闘するという内容です。
「健康で文化的な最低限度の生活」という言葉は、日本国憲
法第25条第1項の条文からとられているものです。そして「社
会福祉」という言葉も憲法制定時に生まれた言葉です。福祉
の目的は、元々は健康で文化的な最低限度の生活を国の責
任として保障するものとして、施設入所は「措置制度」がとら
れてきました。しかし、措置制度の下では利用者側の意向が尊
重されにくいという構造が指摘され、社会福祉基礎構造改革
以降（介護や障がい者支援をはじめとして）、「措置制度」から
「契約制度」への移行が加速していきました。それに伴い企業
等の福祉事業への参入が急増し、競争原理が導入される形
になりました。一部の社会福祉法人の内部留保問題や経営
者による私物化といった問題がマスコミ等で報道され、社会
福祉法人の存在意義が問われたことも一因であったと思われ
ますし、国の社会保障費削減の意図も感じられます。
　この改革によって「福祉はすべての人のためのもの」であり、
より良いサービス提供を利用者が選択できるようにするという
考え方に移行していったことは、歓迎すべきことだといえます。
ただ、個人的には最近「この支援やサービスはいったい誰の

ためのものなのか」と悩むことがあります。ある方が「待機児
童という言い方はやめたほうがよい」と言われました。「子ども
が保育園の空きを待っている訳ではない。待っているのは親
だ」というのです。確かにそうです。乳幼児が自ら親と離れた
いはずはありません。しかし親にとっては生活のためにどうして
も子どもを保育してくれる施設が必要です。それは高齢者福
祉、障がい者福祉においても同様で、その家族のニーズに応
えることができる支援の充実は重要なことです。しかし、それ
は同時に高齢者、障がい者、子ども自身にとって、より良い支
援やサービスが提供されることが大原則です。提供する側が
「誰のための支援であるのか」を見失わないことが何より重要
だと思います。
　私が所属する児童養護施設のような保護の必要がある児
童福祉の分野では、現在も措置制度がとられています。しかし、
措置制度に置かれているとしても、常により良い支援の在り方
を模索していかなければならない点は、何ら変わりはありませ
ん。児童福祉の世界でも企業等の事業参入が進んでいる分
野がありますが、制度改革が進んでいっても支援内容が置き
去りにならないように、福祉に携わる自分自身の在り方を見つ
めていきたいと思いますし、制度の中身の充実を国に対しても
期待したいと思います。

　夏と言ったらこれ!!
そうです、スイカとアイス!!!!
は欠かせません。
　スイカ割り大会では、竹刀
を持ち、力強いひと振りを見ることができました。
みんなで割ったスイカは甘くて格別です！
８月の終わりにアイスを食べに行くと、あっという
間に食べちゃいました。
　今年はスイカとアイスで暑い夏を乗り切ります。

<外食>
　暑さが本格的になる前
にみんなで精をつけよう！
ということで、夢庵に外食
に行って来ました。大き
な海老ののった天丼に
舌鼓。みなさんペロリと
平らげていました！

ひまわり園　園長　種田 賢二

「福祉支援、サービス」は誰のためのものか

流しそうめん

レクリエーションカキ氷 スイカ割り

<甘味>
　アイスにドーナツ、抹茶
あんみつ。
　「甘いものは別腹よ♪」
と言うことで、とある日の
午後のひととき、少しばか
りドライブしながらスイー
ツを食べに出かけました。

夏祭り

8/7 流しそうめん
　毎年恒例行事です。本物の竹を使い、
流すそうめんは格別！
　中には初めてという利用者様もいました。

8/23 ふようデイ納涼祭
　今年初めての取り組みとし
て、利用者参加型にし、模擬
店の調理盛り付けは、利用者
様に行っていただきました。
施設長のてんぷらは大好評
でした。皆様、楽しく参加す
ることができ、笑顔が多く見
られました。

　とても暑かった今年の夏。みぎわの里では、『夏の風物詩』
と言われる様々なイベントを行い、猛暑を乗り切りました！
　さわやかな初秋を迎え、いよいよ食欲の秋、スポーツの秋
です。美味しいものをいただいて、元気に過ごしていきましょう。

じゃんじゃん
流して！

納涼祭！
楽しいね

揚げたては
美味しいよ～

り

　とても暑かった今年の夏。みぎわの里里では、『夏の風風物詩』詩とても暑かった今年の
と言われる様々なイベントを行い、猛暑をを乗り切りましした！と言われ 様々な

夏のおもいで…

<焼肉>
　バーベキューを楽しみました。ジュージューと、おいしそうな
音と香りに誘われて、みなさん箸が進みました。「お腹いっぱい！
もう食べられない！」と大満足のご様子でした。

今年の夏は、災害レベルの暑さでしたが、
ふようデイの夏は“笑顔”あふれる夏でした。
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　今年の夏休みは、須津川の
上流にあります大棚の滝に3回
も遊びに行きました。猛暑の中
でも、ここはとても涼しく、自
然のプールでたくさん泳げます。
自然の中で子ども達は、何かを
学んだことでしょう。

さくらさくら

　７月のお楽しみ会は、七夕を
しました。紙コップにシール貼り

やお絵描きをして、彦星さんと織姫さんを作
りました。笹に飾り付けて、お願い事をしまし
た。お願い叶うと良いね！
　昼食のちらし寿司は、桶から自分ですくっ
てお皿に入れました。大きな口を開けてお腹
いっぱい食べました。

　夏休みに入り、小学生につ
いて幼児も一緒に蝉取りに
夢中でした。

　川奈の海に行きました。浮き

輪に浮いてゆられていたり

シュノーケルで水中の魚を探

したりと海を満喫しました。

　

サ
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。

　アサヒ飲料富士山工場に行ってきました。工
場見学や三ツ矢サイダーのラベル作りを体験
してきました。ラベル作りでは、自分で好きな
絵や文字を描き、世界に一つしかないものを作
ることができました。とても楽しい一日でした。

けやきけやき

　この日は、お昼に小規模でホットケーキ
作りをしました。厨房の職員と一緒にホット
プレートに生地を絞り出し、目の前でホット
ケーキをひっくり返してもらいました。自分
達で作るといつもよりもっと美味しかった様
子で、あっという間に食べてしまいました。午
後のおやつにもホットケーキをリクエストして
作ってもらい、みんなで食べました。

　9月のお楽しみ会は夏の最
後に水遊びをしました！かびる

んるんに向かって水風船を投げたり、水鉄
砲を撃ったりしてやっつけました。プール
でも頭から水を被ってもへっちゃら！！
　お昼ご飯はアンパンマンのいなり寿司
でした。たくさん遊んで、お腹いっぱい食べて
夏の終わりに楽しい思い出ができました。

りんどうりんどう

銀 河銀 河
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大 地大 地

かえでかえで

〈七夕〉

〈ホットケーキ作り〉

〈水あそび〉
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さくらさくら
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　アサヒ飲料富士山工場に行ってきました。工
場見学や三ツ矢サイダーのラベル作りを体験
してきました。ラベル作りでは、自分で好きな
絵や文字を描き、世界に一つしかないものを作
ることができました。とても楽しい一日でした。

けやきけやき

　この日は、お昼に小規模でホットケーキ
作りをしました。厨房の職員と一緒にホット
プレートに生地を絞り出し、目の前でホット
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作ってもらい、みんなで食べました。
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夏の終わりに楽しい思い出ができました。
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　それぞれの思いが込めら
れた素敵なおみこしをひま
わり園の子どもたちが担い
でくれました。
　コンテストの結果は、優
勝がひまわり園　準優勝は
みどり園　３位はみぎわ園
でした。

　8月18日にひまわり園グラウンドで、芙蓉会夏祭りが開催されま
した。天候にも恵まれ、たくさんの協賛の方々やボランティアさんの
ご協力により大いに盛り上がりました。ステージ上での演目や盆踊り、
模擬店や福引抽選会などで活気ある楽しい夏祭りとなりました。

ひまわり園　サッカー日本
代表、ディズニー招待、西
日本豪雨被害地域への応援
や感謝、ねぎらう気持ちを
お神輿に全て表現しました。

みどり園　子どもたちの手
形や足型で作られた、個性
豊かな動物たちで、動物園
を表現しました。

みぎわ園　ワールドカップ
をテーマに「みんなが一つ
になって」と言う意味も込
めて作られました。

芙蓉会夏祭りにご協力頂いた皆様に
役職一同感謝申し上げます。

　毎年、ひまわり園では小学生4年生以上を対象
として、夏休みに富士登山の希望行事をおこなっ
ています。今年はひまわり園とひろみの計13名が
参加しました。初めて参加する子どもが多かった
ですが、早朝から日が沈むまでの限られた時間の
中で、10名の子どもと職員が登頂することができ
ました。暑さや疲れと闘いながら、励ましあって
登頂したことは子どもたちにとって、とても良い
経験になり、夏休みの思い出にもなりました。

り園では小学生4年生以上をり

それぞれの思いが込めらそれぞれの

　みぎわ園地域交流室を会場に、平成30年度の
敬老祝賀会が盛大に開催されました。
　今年のテーマは「愛」です。法人の理念で
ある「隣人愛」をもってのテーマでした。愛その事には、様々な
「愛」がありますが、共通していることは、“優しく相手を思いや
る”ということではないでしょうか。敬老祝賀会を通して皆さんに
思いやりの気持ちを感じていただきたいとの主旨です。
　今年の飾りには「愛」にちなんで、ハートです。天井や壁、テーブ
ル番号にまでハートが飾られ、やさしく、そして華やかな雰囲気で

の開催でした。
　今年は、百壽が1名、米寿が4名
の方々のお祝いでした。お祝いさ
れた方には、ご家族や職員から心のこもったメッセージをいただき、一人ひとりに
記念品が贈呈されました。とても素敵な笑顔の印象でした。
　今年の最高齢者は104歳の入居者の方で、施設長より、皆さんを代表してのプ
レゼント贈呈です。これからも長く入居者代表を務めていただきたいと思います。
　また、例年にならい老人福祉施設協議会より、4名の職員に永年勤続表彰があ
り、施設長が表彰状を代読し、お祝いを手渡されました。表彰された職員さん、
長い間ご苦労さまです。
　余興には、ボランティアとして「二胡」演奏の方々を招いて、綺麗な音色を奏で
てくださり、ありがとうございました。
　最後は恒例の食事会です。今年のご家族様のお弁当は「ホタテ弁当」でした。
普段されることのない入居者様との食事をされながらの、ささやかな食事会でし
たが、「一緒ににぎやかに食事をすること」で楽しめたと思います。
　入居者の皆様、また来年も素敵な笑顔を見せてくださいね。

夏 り
平成30年9月15日（土）平成30年9月15日（土）

会賀賀賀賀賀賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀祝賀賀祝賀祝賀賀賀賀賀老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老祝老老老老老老敬老老老老老敬 祝敬 会会敬敬老祝賀会敬老祝賀会

　８月19日に技能フェスティ
バルに招待して頂きました。
　さまざまな職業体験やコース
ター作りなど、興味をもつもの
がたくさんあり、夢中になって
体験をしていました。
　ありがとうございました！

【技能フェスティバル】【技能フェスティバル】 ひ ま わ り 園
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　西日本豪雨災害、北海道胆振東部地震と日本を震撼させる自然災害が続いております。被災された方々、親族ご友人
の皆様には、心よりお見舞い申し上げます。
　社会福祉法人に公益的な取り組みを求められている中、災害時についても地域の皆様と、どう乗り越えていくかを具体
的に考えていかなければなりません。
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たくさんのご寄付をいただきありがとうございました。お礼を
申し上げるとともに、ここに紹介させていただきます。（敬称略）

年間会費
個人会費 1口 1,000円｝ 会　　社

団体会員 1口 3,000円｝

　多くの方々から後援会費を送金いただき、心より感謝
を申し上げます。また新規のご入会も随時受けつけてお
ります。子どもたちのため、おとしよりのために、あたたか
いご支援いただけますよう、ご入会をお願いいたします。
　会費の振込先は下記の口座にて承ります。

振込先（郵便局振替口座）
・口座番号 00880-0-2423  ・口座名称 芙蓉会後援会

何口でも
結構です

銀 行 名　ゆうちょ銀行
店　　名　〇八九店
預金種目　当座
口座番号　０００２４２３
口座名義　フヨウカイコウエンカイ

他の金融機関からの
お振込を受ける際に
ご指定いただく口座
情報は、右記のとお
りとなります。

後援会からのお知らせ

　いつも社会福祉法人芙蓉会にご理解・ご協力
いただきまして誠にありがとうございます。
　芙蓉会は、1903年に｢隣人愛｣を精神として創
設者であります渡辺代吉氏により、芙蓉会の前身
であります「富士育児院」を創設いたしました。
その後、地域社会のニーズと共にあゆみながら
乳児院、児童養護施設、老人施設等をもって応え
て参りました。
　芙蓉会は、皆様方のご支援に支えられながら
今日を迎えております。一人ひとりの想いのこ
もったご寄付は、社会福祉事業を推進していく上
での大きな支えとなっております。年間を通して
寄付金をお受けしておりますので、何卒ご協力の
程よろしくお願い致します。
　今後とも変わらぬご支援ご指導を賜りますよ
うお願い申し上げる次第でございます。

振込先

銀 行 名　静岡銀行 吉原北支店

預金種目　普通預金

口座番号　０817169

口座名義　社会福祉法人芙蓉会　理事長　戸巻芙美夫

　 　　　  シャカイフクシホウジンフヨウカイ

　 　　　  リジチョウ　トマキフミオ

寄付のお願い

（H30.5.28～8.25)

ボランティアさん
紹　介

　ひまわり園では
多くのボランティ
アさんのご支援を
受けています。

　今回は、本多里士さんをご紹介させて
頂きます。毎週月曜日に英語と数学を中心に学習のサ
ポートをして頂いています。教えてもらっている子どもか
らは、とても丁寧で分かりやすいと言う声を聞きます。
　今後ともよろしくお願い致します。




